
2026年5月14日（木）

両毛システムズに対する
公開買付け開始について
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本公開買付けの概要

➢ 当社及び中部電力は、両毛システムズ株式を対象とした公開買付けを実施
➢ 非公開化後の両毛システムズの議決権比率は、当社80%・中部電力20%

項目 概要

対象会社 株式会社両毛システムズ

公開買付者 当社及び中部電力株式会社

公開買付期間 2026年5月15日（金）～7月8日（水）（39営業日）

公開買付価格 5,200円／株

買付予定株数 1,703,447株（下限：537,260株、上限：無し）

買付金額の総額 約89億円（うち、当社約52億円）

• 本公開買付けは自己資金により実施
• 買付予定株数の下限に達したものの全株式を取得できなかった場合、スクイーズアウト手続きを実施し、当社80%・中部電力

20%の議決権比率とする予定
• 買付金額の総額は、買付予定株数1,703,447株に公開買付価格5,200円を乗じた金額



2/5

徹底的な構造改革と
新ミツバへの布石

体質改善
（黒字化）

中期経営計画
FY23-27（5年間）

前・中期経営計画
FY20-22

◼ 国内構造改革
◼ 人員削減
◼ 設備投資抑制
◼ 価格改善

：

財務体質健全化を
優先

成長ポートフォリオへの
リソースシフト

• 新型コロナ長期化
• 半導体供給不足
• 原材料高騰
• サプライチェーンの混乱

：

FY23-24 FY25-27

モビリティ進化に対応した
高付加価値製品を提供

本件の背景

➢ MITSUBA VISION 2030の達成に向け、FY27を最終年度とする中期経営計画を策
定し、「成長」と「収益・リスクのバランス」を両立させるべく、成長ポートフォリオへの
リソースシフトを推進中

＜狙い＞
「将来成長」と「収益・リスク
のバランス」を両立する事業
ポートフォリオ戦略の実現
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本件の狙い

注： (1) Software Defined Vehicleの略称であり、ソフトウェア定義型自動車のこと

テレメータリング
ビジネス等の拡大

モビリティ事業拡大
テレメータリング
ビジネス等の拡大上場維持コスト・

事務負担等の軽減

➢ 当社グループは本件を通じて、輸送用機器関連事業の安定的な成長を実現するとと
もに、情報サービス事業の拡大により、事業ポートフォリオのリスクバランスを最適
化し、中長期的な企業価値向上を目指す

SDV(1)対応や小型モビリティー等の
新領域向けの制御モータの成長

輸送用機器関連事業

情報サービス事業 情報サービス事業



4/5
当社×両毛システムズにて期待するシナジー効果

➢ 両毛システムズとの連携強化により、急拡大するSDV化や電動化に対応可能な制
御モータ（ソフトウェアを搭載する高付加価値モータ）の拡大を目指す

◼ SDV化に対応した制御モータの商品拡大と今後の

ソフトウェアの継続的なアップデート対応による制御

モータの付加価値の維持・向上

◼ 小型モビリティ等の新領域に対応した制御モータの

商品拡大

B

A

SDV対応商品
新領域商品

（小型モビリティ等）

高

低

付
加
価
値

既存商品

✓ モータとコントローラを組み合わせた
システムの開発力強化

✓ ハードとソフトウェア双方の開発力強化

◼ モデルベース開発（MBD）及び組込みソフトウェア

委託開発の新規顧客拡大

◼ 車載OSの開発支援及びプロセス・コンサルティング

の提供

A

既存・新規顧客
（OEM・Tier1(2)）

モデルベース開発・組込みソフトウェア 車載OS高

低

付
加
価
値

新規顧客
（OEM・Tier1(2)）

既存商圏

✓ アクチュエータ制御(1)の知見の活用
✓ ミツバの顧客接点の活用

注： (1) モータの動力を利用した実際の機械的動作を行う装置であるアクチュエータを制御すること (2) OEMに直接、部品やシステムを納入する企業（ここでは、サプライヤーを指す）

開発リソース連携・
顧客の相乗効果

B

A B A B

制御モータ

✓ 車載OSに適合可能なソフトウェアの開発力強化
✓ 将来的なソフトウェアのアップデートへの対応力強化

現在 現在
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（ご参考）テレメータリング事業の概要

➢ 中部電力は、電気の自動検針のために構築した電力スマートメーター通信を活用したテレメータサービス（共同検針）の提供を
2021年より開始し、現時点で契約数は40万口を超えております

➢ サービスの特長としては、通信のつながり易さや経済性、両毛システムズと共同で開発したデータを扱う『検針・監視・制御クラ
ウドサービス（中電MDMS）』の豊富な機能や使いやすさ等があります

➢ また、より高い利便性や事業の効率化等を求めて、データ利活用サービスや水道広域共同BPOの実現に注力しております

出所： 中部電力作成資料を基に当社作成



~ End of Presentation ~
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